














 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＰＲの作動概要 
 

通常一般走行では約２００ｋｍに

一回、高速走行では約５００ｋｍに

一回、フィルターに捕集したススを

自動的に再生する。 

運転条件によっては、自動的に 

再生されない場合がある、この時

は、インジケータランプとメーター

パネル内の排出ガス浄化装置 

インジケータランプが点滅するの

で、ランプ点灯から１５０ｋｍ走行

以内にスイッチを押し手動でスス

の燃焼（再生）を行う。 
 



 

 
排気行程で軽油

を噴射するので、

リングの隙間から 

オイルに混入して

希釈され、オイル

量が増加する。 

 

200 系ハイエース 

アッパー・レベル

状態を検出すると

オイル・レベル警

告灯が点灯する。 





いすゞ　フォワード



いすゞ　フォワード



日野　ＤＰＲの点検整備



（２）ＤＰＲ（排出ガス浄化装置）インジケータランプが点滅する際の点検

排出ガス浄化装置スイッチ内蔵のインジケータランプとメーターパネル内のインジケータランプが点滅した時は、

排出ガス浄化装置スイッチを押して排出ガス浄化装置に捕集したススを燃焼（再生）させる。

点滅したまま長時間放置するとチェックエンジンランプが点灯し、エンジン出力に影響してくる為、

この操作はインジケータランプが点滅をはじめてから１５０ｋｍ走行以内に行う必要がある。

（イ）ＤＰＲの点検

・１２ヶ月毎点検を実施する。

・本体のへこみ、ガタ、異音、割れ、排気漏れ、などの異常がないか点検する。

・排気圧力センサー及び排気温度センサーのホース、パイプ、ワイヤーハーネス、等の取り付 け状態に異常がないか
点検する。

（３）灰分（アッシュ）の除去作業

フィルタにはＤＰＲ再生では除去できないアッシュがたい積する、アッシュが増えてくると排気抵抗が大きくなり燃費
への影響も懸念されるので洗浄が必要となる。



マツダ  ボンゴ：トラック、バン、ブローニイ 
 

PCM の初期化作業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PCM でオイルの量を予測しています。PCM の初期化を行わない場合、 

非常に早いタイミングで DPF ランプが点滅することがあります。 



 

 
 
 
 



 

 




